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はじめに
• これまで金沢工業大学では、「自ら考え行動する技術者の育成」を教育目標とし、多くの
科目においてアクティブラーニングを実施してきている

• また、学生の成果物をポートフォリオの形で保存しながら、適切な自己実現をサポート
する体制をこれまで築いてきている

• このような教育の実践の中で各科目のシラバスが、これが単なる文章の集合ではなく、
科目間や教員と学生を繋ぐ双方向的な資料となれば、知のネットワークとなる

• 教員がさまざまなアクティブラーニングを実践していく中で、全教員が利用できる情報シ
ステム（LMS）があれば、アクティブラーニングに伴う様々な作業の負担を軽減すること
が可能となる



e‐シラバスの導入
• このような観点から、従来のシラバスの仕組みを発展させた「e‐シラ
バス」を導入した

• また、これまで構築してきたポートフォリオシステムを統合し、学生が
より直感的に自己の成長を確認できる「自己成長シート」についても
構築した

• これらのシステムを教職員が共に利用し、AI的な分析アプローチを
導入することで、大学における教学のマネジメントをより強固にする
ことを目指す

e‐シラバス 自己成長シート IBMWatson
https://www.ibm.com/watson/jp‐ja/
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e‐シラバスの主な機能
• 現代的なアクティブラーニングに必要な機能が実装されている

• 授業資料、動画、音声等のデジタルデータの配信、外部サイトへのハイパーリンク付与

• 正課科目と課外活動との連携

• レポート課題の提示とレポートの受理

• 小テスト、アンケートの実施

• 全ての教務データや学内システムと関連付け

教員から

教材配信

関連サイトへのリンク

文章データ講義データ

数値データ 画像データ

音声データ

動画データ

学生から

レポートの受理

小テスト、アンケートの実施



自己成長シートについて

学生ポータル



自己成長シートについて

学生ポータル



自己成長シートについて
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e‐シラバスの運用実績

• 2016年に、金沢工大では2491科目が開講されているが、こ
れらの科目のうち1106科目においてe‐シラバスが利用

• 前学期：開講科目1182中、559科目でe‐シラバスが利用

• 後学期：開講科目1309中、547科目でe‐シラバスが利用

• また2016年度の学生のe‐シラバスの利用回数は1日平均
4000回程度

• 履修科目が少ない4年生を除いた3年生までの学生がおおよそ1日
1回はアクセスしている状況

• e‐シラバスの利用形態としては、事前事後学習を目的とし
た教材の配信（授業資料や動画の配信）が最も多く、次に
レポートの提出機能など学生からのデータを受理すること
などが主となっている



具体的な科目での活用例

• 「工学のための数理工」
では、三角関数や指数
関数などを物理的な現
象と関連付けながら学
ぶが、基本的に反転授
業の運用となっている

• この科目のe‐シラバスで

は、まず予習のための
各学習内容の動画、予
習のシートが提供される

• 授業では、予習内容の
確認を行う小テストやア
ンケートがe‐シラバス上
で行われる



具体的な科目での活用例

• 講義では、例えば前回の
授業で出題した宿題を採
点して返却をし、この際に
わからない箇所がある学
生は、教員からだけではな
く、学習内容を十分に理解
している学生も教えること
で学び合いの連鎖が生じ、
「使える数学」の理解を深
めていくことを行う

• この授業アンケートでは、
約8割の学生が「反転授業

は役に立った」と回答して
いる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

e‐シラバスは学習を進める上で役に立ちましたか

強く思う 思う あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

e‐シラバスは使いやすかったですか

強く思う 思う あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

e‐シラバスは他の科目でも必要と思いますか

強く思う 思う あまり思わない 思わない



具体的な科目での活用例
• 基礎生物では、基本的に
は教科書ベースで教えて
いく形になっているが、教
科書章末問題を自主学
習した後の確認として、授
業開始後等にe‐シラバス

上で類似問題の小テスト
を行う

• 取得した点数は一部、成
績に反映する

• その場で結果を確認する
ことができ、必要があれ
ば、復習を行う

• 中間・期末試験のための
勉強ということもあり、学
生は真面目に取り組んで
おり、昨年度より試験の
平均点が上がっている



教学マネジメントへの展開

• 今後、e‐シラバス、また自己成長シートのデータは年々増えていくが、そのデータが莫
大となると、IRにおける解析を人手で行っていくのには限界がある

• 現在、金沢工大ではIBM社が提供しているAIサービスであるWatsonを導入し、学生の
自己成長支援に利用することを試みている

過去１０年分の卒業生＋在学生
定型データ＋ポートフォリオ等のテキストデータ

QPA, 履修科⽬,出席率,プロジェクト,クラ
ブ活動, 数理⼯学習センター利⽤回
数,EEC利⽤回数,図書貸出冊数,etc・・・

1週間の⾏動履歴
達成度評価ポートフォリオ

IBM Watson

定型データ
(構造化データ)

テキストデータ
(非構造化データ)

構文解析技術

非構造化データと構造化データの結合と
文脈に基づいた学生の傾向分析

将来活躍したい分野と課外
活動との相関を調べ、最適
な課外活動を提示

ポートフォリオの記述内容と
成績との相関を調べ、傾向
を分析し、修学指導へ適用

先輩がとった希望進路に対
する行動や成果を提示し、
行動を促すきっかけ作り
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今後の展開

• 金沢工業大学全学にシラバスを拡張したe‐シラバス
と自己成長シートを導入した

• 全科目の半分程度の科目で導入され、その効果が表れ
始めている

• 今後集約されるデータを基に、AI的なアプローチでIR
を行うことで、どのような修学パスが成績の向上に関
係しているのか、またそれがどのような就職先につな
がるかを明らかにしていく

• 金沢工大における教学のマネジメントをさらに強化してい
くために、e‐シラバスを中心とした情報システムの強化を
引き続き行っていく



ご清聴ありがとうございました


